
第 3号 様式 (第15条関係)

事 業 者 排 量 削 減 報 告

名 (法人 に あ って は 、名 名

京都機械工具株式会社 代 表取締役社長 宇城邦英

0774
京都府久世郡久御山町佐山新開地128

京都 地 化 対 定 に し

特定事業者の
主たる業種 金属製品製造業

言ス =ヨラ つ =争共

者要件
マ 京都府地球温暖化対策粂例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に換算 して1,500キロリットル以上))

. 京 都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模連送事業者 (トラック又はバス100台以上/タ クシー150台! 以
上/鉄 道車両150両以上)

1 京 都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第4号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事業者 (二酸化炭素に換算して3,000ト
ン以上))

計 画 期 膚 平成 1 8年 4 月 ～  平 成 20年 3月

基 本 方 釧

環境保全活動によつて、エネルギー消費効率の改善をはかり、二酸化炭素排出削減を推進する。

に 進 体 締

環境マネジメン トシステムにて構築している体制を基本とし、上記方針に基づき決定した目標の進捗管理を行 う。
(環境担当役員を最高責任者とし、推進責任者として環境管理責任者を選任、環境責任者会議を環境問題の決議および
進捗管理機関として設置している)

算

雄

撻中の帥
年
体

及

年度 設備、対象、工程等 措 置 内 容

19-20 設備 コンプレッサー機器更新において、省エネ型機器を導入

(機械加工用の生産設備を中心とした省エネ化を設備投資計画にて推進)

工程 生産工程の削減による省エネ化の措置

19-20 空 調 1空 調温度管理の徹底 2ク ール ・ウォームビズ運動の推進

19-20 照 明 1不 要照明の消灯管理 2省 エネ型機器への切替

19ハー20 車 両 1ア イドリングストップ、エコランの徹底 2省 燃費型車両への切替

ス
等
ガ
量勢触

温
の 排出区分

基 準 千 反 (夫 槙 ブ

(17)年 度

(工酸化炭素換算 ( t ) )

日保 年 度 (討 四 ブ

(19)年 度

(二酸化炭素換算 ( t ) )

日, 1 9 t 卒

(計画)
(%)

報 古 千 及  (夫 傾 ブ

(19)年度
(二駿化炭素換算 ( t ) )

月J 駆 李

(実績)
(%)

A事 業所等りF出区分 5,348 t 5,267 t 15 % 4925 5 -79 %

B輸 送車両排出区分 t % %

cそ の他排出区分 % %

排出合計 5,348 t 5,267 t 15 % 4925 5 t 7 9 %

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
目標年度 (計画) 報告年度 (実績)

取組 量等 (二酸化炭慕換算 (t)) 取組量等 (二酸化炭宗提算 (t)

森林 の保 全 及 び 整 備 (整備面積 (吸収曇 ) (整備面積 (吸収 量

府内産の木材の利用 (和1用量) (割滋量 ) 呑4 用量) ( 削減量)

自然エネルギーを利用 した
電力又は熱の供給

(売電量) kwh (削減畳) (売電量) (削減量

(熱供給量 (削減量 ) t 熱供給量 (削減量)

グリーン電力の購入 (購入量) (削減豊) t (瞬入量) ( 肖り滋 量 )

削減量等合計

差引排出量

(排出合計―削減等合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減宰 (計画 ) 報告年度 (実績) 削減卒 (実績)

1         5,348 t (43)    5,267 t 15 % 14)‐(■5)                       4925 5 t 7 9 %

1温 室効果ガスの排出量の削減は、生産高とエネルギー消費率を総合的に監視しながら行います。
2こ れまでの環境活動への取り組み ① 平成11年にIS014001認証取得以降、環境問題を経営の最重要課題の一つとして、環境負荷軽減に取り組
んでいます。②平成12年に自家発電装置を導入 (以降、従来比60%の C02肖」減を指標としています)③ 平成14年に完成した記念棟 (KTCも
のづくり技術鏡 :ミュージアムとオフィスからなる複含施設)に おいては屋上緑化や省エネ型空調、照明等の導入により、従来比約15%の環境
負荷軽減を実現しています。また、このKTCも のづくり技術館での省エネ活動が認められ、平成15年度 「エヨ京都21 エコスタイル部門Jに
認定されています。④平成14年度には埋立廃菜物 ゼ ロエミッションを達成しています。

連   絡   先 担 当 部 署

担 当 者 氏 名

住 所

電  話  番  号  1

フ ァクシ ミリ番号

注 1該 当する□には、レ印を記入してください。特定事業者以外の事業者の方はレ印の記入は不要です。

2「 基準ヤ賃Jと は計画期間の前年度を  「 目標年度Jと は計画期間の最終年度を、 「報告年度」とは計画期間のうち 今 回報告の対象となる年度をいいます。

3「 事業所寺排出区分」とは京都府内の事業所等の事業活動のためのエネルギーの使メすに伴い発生する温室効果ガスを、 「輸送車両排出区分」とは自動車運送百業者については使用の本拠の位
置を京都府内とする車両の排出する温宝効果ガスを 鉄 道事業者については保有する貨物車 巧又は旅客車両の排出する温室効果イスを  「その他排出区分」とは L記以外的京都府内における

事業所等の事業活動に伴い発生する温生効果ガスをいいます。

4「 その他の地球温暖化対策による混安効果ガスの削減量等Jの 実績については、計画期間中の実績の累計を記入 してくださいc
(例)グ リーン電力の嚇入による温ま効果ガスの削減実績が 1 8年 度 5ト ンで1 9年度1 0トンの場合、 1 9年 度の報告書の実績については 1 8年 度 と 1 9年 度の実績を累計し1 5トンと記入

5「 特記事項」には、平, 1 2年 度 ( 3 9 9 0年 度)を 基揮とした排出畳の対比やエネルイー原単位Cは排出畳、省エネ製品開発など他者の温室効果ガス排出削減への貢献 グ リ
ーン調達の採

用、特iどフロンなどの条例指定外の, 8宝効果ガスの削減などを記入してくださいJ


